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SMCTは 210 nm付近に見られることを初めて示し，さらに窒素原子と金属間の CT帯は 200nm以下に存在
することが示唆された。far-IRとRamanスペクトルを用いて金属と配位原子間の伸縮振動モードを帰属した。
また，亜鉛（Ⅱ）とカドミウム（Ⅱ）錯体，ハロゲン化物イオン違いの錯体など系統的に錯体を得たことで上記
以外に金属－ハロゲン化物イオン間の帰属も容易に行うことができた。合成研究ではカドミウム錯体はハー
ド，ソフトの影響が顕著に見られることがわかった。硫黄 K-edge EXAFSスペクトルは近年半導体や微粒子
の研究でよく用いられている。本研究で得られた情報は，さらに金属タンパク質やモデル錯体の研究にも有
用であると考えられる。
　以上のように，本研究は生体関連微量金属元素である亜鉛イオンに係わる立体化学，分光化学的性質，反
応性を明らかにした点で，この分野の発展に寄与する価値ある研究と考える。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
